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1.はじめに 
 

 

介五郎（介護保険版）と介五郎（総合支援版）で同一担当者の給与計算を連携して行える機能を

「VerVerVerVer7777....11111111.0.0.0.0」にて提供いたしました。また、給与計算の連携以外にもいくつか機能変更を行っており

ます。 

ここでは給与計算の連携以外の変更点についてご案内いたします。 

 

※給与計算の連携については別途、給与計算連携マニュアルを準備しておりますので、そちらをご参

照ください。 
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２．福祉用具計画書 
福祉用具計画書（ふくせん様式）にて、平成 26 年 3 月改訂版の様式に対応しました。モニタリング

シートも同様に平成 26 年 3 月改訂版に対応しています。改訂版を使用するためにはバージョンアップ

後に「システム設定」で様式の変更を行う必要があります。 

 

 

2-1. 福祉用具サービス計画書（平成 26 年 3 月改訂版） 

 

<メインメニュー> 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

利用者 ID 該当の利用者を選択します。 

被保険者番号 選択した利用者の被保険者番号が表示されます。 

管理日 計画書を管理する（登録する）日付を選択します。 

計画書（基本情報） クリックすると利用者情報の入力画面が表示されます。 

計画書（利用計画） クリックすると計画書の入力画面が表示されます。 
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Ver7.10.2 以前からバージョンアップを行った場合は、福祉用具計画書の様式は従来の様式に設定さ

れたままになっています。平成 26 年 3 月改訂版を使用するためには、システム設定で福祉用具計画書

の様式を変更する必要があります。 

 

＜システム設定＞ 

 

 

① 以下手順でシステム設定を起動します。 

 

・「データファイル(S)」-「基本設定(V)」-「シ

ステム設定(V)」をクリック 

  

 

② システム設定内の「計画書設定」タブをクリッ

クします。 

 

「サービス提供」内の「福祉用具計画書様式」

から「1-ふくせん平成 26 年 3 月版」を選択

して登録を行ってください。 

 

※新しい様式に変更した後に以前の様式で登

録した計画書を確認する場合は、ここを以前の

様式に戻すことでデータの参照、印刷等が行え

ます。 
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＜福祉用具サービス計画書（平成 26 年 3 月改訂版）の入力方法＞ 

 

 

① 以下手順で「福祉用具サービス計画書」を起動

します。 

 

・メインメニューの「福祉用具サービス計画書」

をクリック 

 

 

・「管理資料（H）」-「福祉用具）福祉用具サー

ビス計画書（F）」をクリック 

 

  

 

② 起動時は新規入力画面になりますのでまず利

用者を選択します。利用者 ID の  ボタンを

クリックするか検索(F2)をクリックします。 
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③ 「利用者検索」画面で利用者を指定します。

決定ボタンをクリックするか、選択行をダブ

ルクリックすると「利用者検索」画面が閉じ利

用者が指定されます。 

  

 

 

 

④ 利用者が指定されたら次は管理日を指定しま

す。管理日の指定には 2 種類あります。 

 

・左側  ボタンでカレンダーが表示されま

す。指定したい日付をクリックすることで

管理日が指定されます。 

 

 

・既にデータがある場合は右側  ボタンを

クリックすると対象の利用者で既に登録さ

れている管理日がリスト表示されます。リ

スト内の日付をクリックすることで管理日

を指定できます。 

 

  

 

 

＜計画書（基本情報）の入力＞ 

 

 

① 計画書（基本情報）をクリックします。 
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② 「利用者情報」タブでは、利用者の基本情報や

相談内容等を入力します。 

 

基本情報については利用者台帳から反映され

ています。     をクリックすることで現

在の利用者台帳の情報に更新できます。 

 

テキスト入力項目にて    が付いている

項目は文字サイズを変更することが可能です。 

  

 

③ 「身体の状況・ADL1」タブでは、身体状況や

ADL を入力します。 

 

※ADL について、新規作成時は１番左側の項

目が選択されている状態で始まります。何も選

択しなかった場合は１番左側の項目（寝返りで

あれば「つかまらないでできる」）が登録され

ます。 

 

  

 

④ 「身体状況・ADL2」タブでは、引き続いて身

体状況や ADL を入力します。 
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⑤ 「介護環境/意欲・意向」タブでは、介護の状

況や利用者の意欲・意向等を入力します。 

 

 

他のサービス利用状況については    を

クリックすることでサービス名をリストから

選択できます。 

  

 

⑥ 「居宅ｻｰﾋﾞｽ計画」タブでは、利用者及びご家

族の生活に対する意向や総合的な援助方針を

入力します。 

 

         をクリックして居宅サービス

計画書（１）の利用者及びご家族の生活に対

する意向や総合的な援助方針を取得すること

ができます。（※居宅介護支援システムで登録

されている場合） 

  

 

 

⑦ ケアプランより取得を行う場合は、取得したい

内容が表示されている明細行をクリックして

選択し、取得ボタンをクリックします。 
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⑧ 「住環境」タブでは、住環境及び住居図を入力

します。 

 

新規作成時の住居図については、利用者台帳で

登録されている住居図が反映されます。 

 

  

 

⑨ 入力が完了したら確定をクリックします。 

 

※この後、福祉用具サービス計画書画面にて

必ず登録を行ってください。登録を行わない

と、入力した内容がクリアされてしまいます。 

  

 

 

 

＜計画書（利用計画）＞の入力 

 

 

① 計画書（利用計画）をクリックします。 
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② 「課題・目標」タブでは「生活全般の解決すべ

き課題・ニーズ」「福祉用具利用目標」等を入

力します。 

 

  新規に入力する場合は、空の明細行をダブル

クリックして課題・目標入力画面を開き入力

します。 

  修正を行う場合は、入力済の明細行をダブル

クリックして課題・目標入力画面を開き入力

します。 

 

基本情報については利用者台帳から反映され

ています。     をクリックすることで

現在の利用者台帳の情報に更新できます。 

  

 

③ 課題・目標入力では生活全般の解決すべき課

題・ニーズ、福祉用具利用目標を入力します。 

 

         をクリックして居宅サービス

計画書（２）の課題、目標を取得することが

できます。（※居宅介護支援システムで登録さ

れている場合） 

 

テキスト入力項目にて    が付いている

項目は文字サイズを変更することが可能で

す。 

 

入力完了後は、確定ボタンをクリックして画

面を閉じます。 

  

  

④ ケアプランより取得を行う場合は、居宅サービ

ス計画書（２）を登録している管理日と、区分

（短期目標、長期目標）を選択して登録されて

いる内容を表示します。 

 

取得したい明細行を選択して取得ボタンをク

リックすると生活全般の解決すべき課題・ニー

ズ等の取得が行われます。 
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取得したい明細行をダブルクリックすること

でも、同様に取得されます。 

  

 

⑤ 「選定福祉用具」タブでは選定福祉用具（レン

タル・販売）等を入力します。 

 

  新規に入力する場合は、空の明細行をダブル

クリックして選定福祉用具（レンタル・販売）

入力画面を開き入力します。 

 

  修正を行う場合は、入力済の明細行をダブル

クリックして選定福祉用具（レンタル・販売）

入力画面を開き入力します。 

 

        をクリックして提供票予定（実

績）入力からレンタルしている品目を取得す

ることができます。 

  

 

⑥ 選定福祉用具（レンタル・販売）入力を行いま

す。 

 

サービス種類、内容はリストより選択します。 

品目、機種（型式）、単位数、選定理由は手入

力を行います。 

 

入力完了後は、確定ボタンをクリックして画面

を閉じます。 

  

 

⑦ 利用票より取得する場合は以下の操作を行い

ます。 

１.表示する利用票の期間を指定します。 

期間指定の既定値は計画書の管理日に基づ

いて設定されますので必要に応じて変更し

ます。 

2.取得元で実績／予定のどちらから取得する

かを選択します。 

3.取得方法で現在入力済の選定福祉用具に追

加する形で取得するか、現在入力済の選定
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福祉用具を削除して取得するかを選択しま

す。 

4.取得したい提供月をクリックして指定列に 

を付けます。 

5.最後に取得ボタンをクリックして貸与品目

の取得を行います。 

  

 

⑧ 「留意事項」タブでは、留意事項の入力を行い

ます。 

  

  

⑨ 入力が完了したら確定をクリックします。 

 

  

 

⑩ 入力が完了したら登録をする必要があります。

新規登録、修正登録のどちらの場合においても

内容を更新後に登録(F9)をクリックします。 
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⑪ 登録確認のメッセージが表示されますので、

はい(Y)をクリックします。 

  

 

⑫ 登録完了のメッセージが表示されれば登録が

完了です。 

 

 

 

同じふくせん様式であれば平成 26 年 3 月改訂版に、以前の様式の計画書データを複写できます。 

 

＜計画書の複写方法＞ 

 

 

① 複写を行いたい利用者を指定し、新規の管理日

を指定します。 

 

※登録済の管理日でも複写はできますが、そ

の際は登録されているデータが上書きされま

すのでご注意ください。 

  

 

② 複写(F3)をクリックします。 
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③ 複写元の日付を選択し、複写する項目（基本情

報、利用計画）をチェックして複写開始ボタン

をクリックします。 

 

※区分の列に「旧」が表示されている日付は、

同じふくせん様式で平成 24 年 3 月改訂版以

前で登録されたデータになります。 

  

 

④ 複写確認のメッセージが表示されますので、

はい(Y)をクリックします。 

  

 

⑤ 複写完了のメッセージが表示されれば複写が

完了です。 

 

複写後は複写内容の確認を行い、最後に必ず登

録を行ってください。 

  

 

 

 

旧様式から複写を行った場合は、入力項目等が異なる箇所があるため完全には複写されません。旧様式

から平成 26 年 3 月改訂版へ複写を行った後は必ず見直しを行ってください。 

 

  

注意！注意！注意！注意！    
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＜印刷方法について＞ 

 

 

① 印刷を行いたいデータを表示します。 

  

 

② 印刷(F8)をクリックします。データを編集し

ている場合、事前に登録が必要になります。メ

ッセージに従い登録を行ってください。 

  

 

③ 印刷プレビューが表示されます。 

  

④ 印刷ボタンを押すとダイアログが表示されま

す。    をクリックするとプレビュー画面

の表示サイズが変更します。 
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⑤ 印刷ダイアログでＯＫボタンを押すと印刷が

行えます。この画面ではページ指定、部数指定

などが行えます。 
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基本情報の居宅サービス計画欄は、入力内容が画面で表示されているサイズを超えて登録されると、印

刷時には別紙として出力されます。 

 

 

 

 

 

また、生活全般の解決すべき課題・ニーズ、福祉用具利用目標が 5 行以上ある場合や、選定福祉用具（レ

ンタル・販売）が 9 行以上ある場合は２枚目が印刷され１枚目に収まらない内容のみが印刷されます。 

 

 

 

注意！注意！注意！注意！    
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2-2. モニタリングシート（平成 26 年 3 月改訂版） 

 

 モニタリングシートについても、平成 26 年 3 月改訂版に対応しました。 

 

<メインメニュー> 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

利用者 ID 該当の利用者を選択します。 

被保険者番号 選択した利用者の被保険者番号が表示されます。 

管理日 計画書を管理する（登録する）日付を選択します。 

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ実施日 モニタリング実施日を入力します。 

前回実施日 前回のモニタリング実施日を入力します。 

次回予定日 モニタリングの次回予定日を入力します。 
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＜モニタリングシート（平成 26 年 3 月改訂版）の入力方法＞ 

 

 

① 以下手順で「モニタリングシート（平成 26 年

3 月改訂版）」を起動します。 

 

・メインメニューの「モニタリングシート」を

クリック 

  

 

・「管理資料(H)」-「福祉用具）モニタリング 

シート(M)」をクリック 

  

 

② 起動時は新規入力画面になりますのでまず利

用者を選択します。利用者 ID の  ボタンを

クリックするか検索(F2)をクリックします。 
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③ 「利用者検索」画面で利用者を指定します。 

決定ボタンをクリックするか、選択行をダブル

クリックすると「利用者検索」画面が閉じ利用

者が指定されます。 

  

 

 

 

④ 利用者が指定されたら次は管理日を指定しま

す。管理日の指定には 2 種類あります。 

 

・左側  ボタンでカレンダーが表示されま

す。指定したい日付をクリックすることで

管理日が指定されます。 

 

・既にデータがある場合は右側  ボタンを

クリックすると対象の利用者で既に登録さ

れている管理日がリスト表示されます。リ

スト内の日付をクリックすることで管理日

を指定できます。 

  

 

 

 

 

⑤ モニタリング実施日、前回実施日、次回予定日

を入力します。 

 

新規入力時は、モニタリング実施日と前回実施

日は既定値が設定されます。モニタリング実施

日には管理日が設定され、前回実施日には管理

日を元に前回の管理日で入力されているモニ

タリング実施日が設定されます。 
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⑥ 「利用者情報」タブでは、利用者基本情報及び、

お話を伺った人等の入力を行います。 

  

 

⑦ 「目標/達成状況」タブでは、福祉用具利用目

標や達成度、詳細等の入力を行います。 

 

  新規に入力する場合は、空の明細行をダブル

クリックして目標達成状況入力画面を開き入

力します。 

 

修正を行う場合は、入力済の明細行をダブルク

リックして目標達成状況入力画面を開き入力

します。 

 

      をクリックして福祉用具サービ

ス計画書の利用計画から福祉用具利用目標を

取得することができます。 

  

 

⑧ 「目標達成状況入力」画面では、福祉用具利用

目標や達成度、詳細等の入力を行います。 

 

入力完了後は、確定ボタンをクリックして画面

を閉じます。 
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⑨ 利用計画より取得する場合は、取得元の管理日

を選択し、取得したい目標の指定列に  を付

けます。 

 

取得ボタンをクリックして利用計画で入力し

た目標を取得します。 

  

 

⑩ 「利用福祉用具」タブでは、利用福祉用具や利

用状況等を入力します。 

 

  新規に入力する場合は、空の明細行をダブル

クリックして利用福祉用具入力画面を開き入

力します。 

 

修正を行う場合は、入力済の明細行をダブルク

リックして利用福祉用具入力画面を開き入力

します。 

 

      をクリックして福祉用具サービ

ス計画書の利用計画から選定福祉用具を取得

することができます。 
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⑪ 「利用福祉用具入力」画面では、利用福祉用具

や利用状況等を入力します。 

 

入力完了後は、確定ボタンをクリックして画

面を閉じます。 

  

 

⑫ 利用計画より取得する場合は、取得元の管理日

を選択し、取得方法を選択した後に取得ボタン

をクリックします。 

  

 

⑬ 「利用者等の変化/総合評価」タブでは、状況

の変化の有無や、総合評価等を入力します。 
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⑭ 入力が完了したら登録をする必要があります。

新規登録、修正登録のどちらの場合においても

内容を更新後に登録(F9)をクリックします。 

  

 

⑮ 登録確認のメッセージが表示されますので、

はい(Y)をクリックします。 

  

 

⑯ 登録完了のメッセージが表示されれば登録が

完了です。 

 

 

 

同じふくせん様式であれば平成 26 年 3月改訂版に、以前の様式のモニタリングデータを複写できます。 

 

＜モニタリングシートの複写方法＞ 

 

  

① 複写を行いたい利用者を指定し、新規の管理日

を指定します。 

 

※登録済の管理日でも複写はできますが、そ

の際は登録されているデータが上書きされま

すのでご注意ください。 

  

  

② 複写(F3)をクリックします。 
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③ 複写元の日付を選択して複写開始ボタンをク

リックします。 

 

※区分の列に「旧」が表示されている日付は、

同じふくせん様式で平成 24 年 3 月改訂版以

前で登録されたデータになります。 

  

 

④ 複写確認のメッセージが表示されますので、

はい(Y)をクリックします。 

  

 

⑤ 複写完了のメッセージが表示されれば複写が

完了です。 

 

複写後は複写内容の確認を行い、最後に必ず登

録を行ってください。 

 

 

 

旧様式から複写を行った場合は、入力項目等が異なる箇所があるため完全には複写されません。旧様式

から平成 26 年 3 月改訂版へ複写を行った後は必ず見直しを行ってください。 

 

注意！注意！注意！注意！    
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＜印刷方法について＞ 

 

 

① 印刷を行いたいデータを表示します。 

 

  

 

② 印刷(F8)をクリックします。データを編集し 

ている場合、事前に登録が必要になります。 

メッセージに従い登録を行ってください。 

  

 

③ 印刷プレビューが表示されます。 

  

 

④ 印刷ボタンを押すとダイアログが表示されま

す。    をクリックするとプレビュー画 

面の表示サイズが変更します。 

  



27 

 

 

⑤ 印刷ダイアログでＯＫボタンを押すと印刷が 

行えます。この画面ではページ指定、部数指 

定などが行えます。 

 

 

 

 

福祉用具利用目標が 5 行以上ある場合や、利用福祉用具が 9 行以上ある場合は２枚目が印刷され１枚目

に収まらない内容のみが印刷されます。 

 

  

注意！注意！注意！注意！    
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3. 医療訪問看護 
 

医療訪問看護において、チェック項目を強化しました。利用者台帳入力や医療看護予定（実績）入力

の際に必須項目の未入力や入力内容の矛盾があった場合に入力エラー等が表示されます。また、訪問看

護指示書の既定値設定や、月途中サービス開始による基本療養費の調整機能を設けました。 

 

 

3-1. 入力チェックの強化 

 

利用者台帳の医療情報や医療看護予定（実績）入力において、入力チェックを強化しました。必須項

目が未入力であったり、誤った内容がある状態で、登録を行った際にエラーメッセージを表示します。 

 

3-1-1. 保険種別 1、保険種別 2、本人・家族のチェック 

 

<利用者台帳> 

 

 

<医療看護予定（実績）入力> 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

保険の種類 保険の種類を選択します。「社会保険」「国民健康保険」「公害」「労災」「後期

高齢者医療」のいずれかを選択します。 

資格取得年月日 保険の資格取得年月日を入力します。 

保険種別 1 国保・社保、公費、後期、退職のいずれか一つを選択します。 

保険種別 2 単独、2 併、3 併のいずれか一つを選択します。 

本人・家族 本人、六歳、家族、高齢一、高齢７のいずれか一つを選択します。 

※労災または公害の場合は保険種別１、保険種別２、本人・家族の設定は不要です。 
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チェック項目チェック項目チェック項目チェック項目    保険の種類 

メニューメニューメニューメニュー    医療看護予定入力、医療看護実績入力 

メッセージメッセージメッセージメッセージ    

 

原因等原因等原因等原因等    

 

保険の種類が未入力の場合にエラーを表示します。 

 

 

チェック項目チェック項目チェック項目チェック項目    保険種別１ 

メニューメニューメニューメニュー    利用者台帳、医療看護予定入力、医療看護実績入力 

メッセージメッセージメッセージメッセージ    

 

原因等原因等原因等原因等    

 

保険種別 1 において、いずれも選択していない場合にエラーを表示します。 

※利用者台帳でのメッセージのみ先頭に（医療）が付いています。 
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チェック項目チェック項目チェック項目チェック項目    保険の種類と保険種別１ 

メニューメニューメニューメニュー    利用者台帳、医療看護予定入力、医療看護実績入力 

メッセージメッセージメッセージメッセージ    

 

原因等原因等原因等原因等    

 

保険の種類と保険種別１の組合せに矛盾が有る場合にエラーを表示します。 

以下の組合せは矛盾としてチェックされます。 

・利用者台帳、医療看護予定（実績）入力共通 

「社会保険＋退職」 

「国民健康保険＋公費」 

「後期高齢者医療＋国保・社保」 

「後期高齢者医療＋公費」 

「後期高齢者医療＋退職」 

・医療看護予定（実績）入力のみ 

「社会保険＋後期」 

「国民健康保険＋後期」 

※注意※注意※注意※注意    

「社会保険＋後期」「国民健康保険＋後期」は矛盾していますが、利用者台帳で

は、過去に後期高齢以前の老人保険の場合に可能なケースがあったため、利用

者台帳ではチェックをかけていません。医療看護予定（実績）入力画面では矛

盾のチェックがかかるようになっています。 
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チェック項目チェック項目チェック項目チェック項目    保険種別２ 

メニューメニューメニューメニュー    利用者台帳、医療看護予定入力、医療看護実績入力 

メッセージメッセージメッセージメッセージ    

 

原因等原因等原因等原因等    

 

保険種別 2 において、いずれも選択していない場合にエラーを表示します。 

 

 

チェック項目チェック項目チェック項目チェック項目    本人・家族 

メニューメニューメニューメニュー    利用者台帳、医療看護予定入力、医療看護実績入力 

メッセージメッセージメッセージメッセージ    

 

原因等原因等原因等原因等    

 

本人・家族において、いずれも選択していない場合にエラーを表示します。 
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チェック項目チェック項目チェック項目チェック項目    本人・家族 

メニューメニューメニューメニュー    医療看護予定入力、医療看護実績入力 

メッセージメッセージメッセージメッセージ    

 

原因等原因等原因等原因等    

 

 

 

未就学児（六歳未満）の利用者以外に対して「六歳」を選択している場合にエラ

ーを表示します。 

 

 

チェック項目チェック項目チェック項目チェック項目    本人・家族の重複 

メニューメニューメニューメニュー    利用者台帳、医療看護予定入力、医療看護実績入力 

メッセージメッセージメッセージメッセージ    

 

原因等原因等原因等原因等    

 

本人・家族において、複数の項目をチェックしていた場合にエラーを表示します。 
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チェック項目チェック項目チェック項目チェック項目    保険種別１（公費）と本人・家族 

メニューメニューメニューメニュー    利用者台帳、医療看護予定入力、医療看護実績入力 

メッセージメッセージメッセージメッセージ    

 

原因等原因等原因等原因等    

  

保険種別１と本人・家族の組合せに矛盾が有る場合にエラーを表示します。 

以下の組合せは矛盾としてチェックされます。 

「公費＋六歳」 

「公費＋家族」 

「公費＋高齢一」 

「公費＋高齢 7」 

※公費負担医療のみの場合は「本人」を選択します。 

 

 

チェック項目チェック項目チェック項目チェック項目    保険種別１（後期）と本人・家族 

メニューメニューメニューメニュー    利用者台帳、医療看護予定入力、医療看護実績入力 

メッセージメッセージメッセージメッセージ    

 

原因等原因等原因等原因等    

  

保険種別１と本人・家族の組合せに矛盾が有る場合にエラーを表示します。 

以下の組合せは矛盾としてチェックされます。 

「後期＋本人」 

「後期＋六歳」 

「後期＋家族」 

※後期高齢者医療の場合は「高齢一」または「高齢 7」を選択します。 
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3-1-2. 基本項目欄のチェック 

 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

保険の区分 社保、国保の場合に該当の項目を選択します。 

職務上の事由 船員保険の場合に該当の項目を選択します。 

保険者番号 保険者番号を入力します。 

給付率 選択した保険種別の給付率が表示されます。前期高齢者（3 割負担の利用者は

除く）については手動で 8 割か 9 割かを入力する必要があります。 

被保険者証等の記

号・番号 

利用者の記号及び番号または被保険者番号を入力します。 

 

 

チェック項目チェック項目チェック項目チェック項目    保険の区分 

メニューメニューメニューメニュー    利用者台帳、医療看護予定入力、医療看護実績入力 

メッセージメッセージメッセージメッセージ    

 

原因等原因等原因等原因等     

保険の種類が以下のいずれかかつ保険の区分が未入力の場合にエラーを表示しま

す。 

「社会保険（公費負担医療のみを除く）」 

「国民健康保険」 
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チェック項目チェック項目チェック項目チェック項目    保険者番号 

メニューメニューメニューメニュー    利用者台帳、医療看護予定入力、医療看護実績入力 

メッセージメッセージメッセージメッセージ    

 

原因等原因等原因等原因等    
 

保険の種類が以下のいずれかかつ保険者番号が未入力の場合にエラーを表示しま

す。 

「社会保険（公費負担医療のみを除く）」 

「国民健康保険」 

「後期高齢者医療」 

 

 

チェック項目チェック項目チェック項目チェック項目    保険者番号 

メニューメニューメニューメニュー    利用者台帳、医療看護予定入力、医療看護実績入力 

メッセージメッセージメッセージメッセージ    

 

原因等原因等原因等原因等    
 

保険の種類が以下のいずれかかつ保険者台帳（医療）に未登録の保険者番号を入

力した場合にエラーを表示します。 

「国民健康保険」 

「後期高齢者医療」 

※上記の場合は保険者台帳（医療）への登録が必要になります。 
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チェック項目チェック項目チェック項目チェック項目    給付率 

メニューメニューメニューメニュー    利用者台帳、医療看護予定入力、医療看護実績入力 

メッセージメッセージメッセージメッセージ    

 

原因等原因等原因等原因等    
 

保険種別１が「公費」にも関わらず給付率に 0 割以外を設定している場合に、エ

ラーを表示します。 

※公費負担医療のみの場合の給付率は 0 割です。 

 

 

チェック項目チェック項目チェック項目チェック項目    給付率 

メニューメニューメニューメニュー    利用者台帳、医療看護予定入力、医療看護実績入力 

メッセージメッセージメッセージメッセージ    

 

原因等原因等原因等原因等    

 

 

高齢受給者（前期高齢者）の給付率に 8 割または 9 割以外を設定をしている場合

にエラーを表示します。（3 割負担の利用者は除く） 

以下の組み合わせは矛盾としてチェックされます。 

「社会保険＋高齢一＋誕生日が昭和 19 年 4 月 1 日以前＋９割以外」 

「社会保険＋高齢一＋誕生日が昭和 19 年 4 月２日以降＋８割以外」 

「国民健康保険＋高齢一＋誕生日が昭和 19 年 4 月 1 日以前＋９割以外」 

「国民健康保険＋高齢一＋誕生日が昭和 19 年 4 月２日以降＋８割以外」 

※前期高齢者（3 割負担の利用者は除く）は誕生日に応じて給付率が 8 割または

9 割になります。 
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3-1-3. 公費情報欄のチェック 

 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

公費情報 該当する公費を選択します。 

負担者番号 公費の負担者番号を入力します。 

受給者番号 公費の受給者番号を入力します。 

認定開始日/終了日 公費が適用された開始日を入力します。終了日は通常空欄でかまいません

が、月途中で公費が終了する場合に入力します。 

自費 公費適用だが、自費が発生する場合にチェックを入れます。（自立支援医療

公費は除く） 

自立支援自己負担区分 自立支援公費の場合に、自己負担の有無を選択します。 

公費本人負担 自費のチェックを入れた場合に、自費の上限額を入力します。自立支援医療

公費は除く） 

 

 

チェック項目チェック項目チェック項目チェック項目    公費の優先順位 

メニューメニューメニューメニュー    利用者台帳、医療看護予定入力、医療看護実績入力 

メッセージメッセージメッセージメッセージ    

 

原因等原因等原因等原因等    

 

公費の優先順位が誤っている場合にエラーを表示します。 
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チェック項目チェック項目チェック項目チェック項目    自立支援医療公費の自己負担区分 

メニューメニューメニューメニュー    利用者台帳、医療看護予定入力、医療看護実績入力 

メッセージメッセージメッセージメッセージ    

 

原因等原因等原因等原因等    

 

公費情報に以下の自立支援公費を選択し自己負担区分が未入力の場合に、エラー

を表示します。 

公費情報が以下の場合にチェックされます。 

「21-精神通院医療」 

「15-更生医療」 

「16-育成医療」 

「24-療養介護医療」 
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3-1-4. 高額療養費欄のチェック 

 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

高額療養費現物給付

化対象の有無 

高額療養費現物支給化対象の場合にチェックを入れます。 

公費の有無 公費情報の設定に応じて、自動的に表示されます。 

所得区分 保険の種類等に応じ該当する所得区分を選択します。 

 

 

チェック項目チェック項目チェック項目チェック項目    高額療養費現物給付化の有無 

メニューメニューメニューメニュー    利用者台帳、医療看護予定入力、医療看護実績入力 

メッセージメッセージメッセージメッセージ    

 

原因等原因等原因等原因等    

 

以下の利用者に対して、高額療養費現物給付化対象の有無が選択されていない場

合にエラーを表示します。 

「後期高齢者医療」 

「社会保険または国民健康保険＋高齢一」（前期高齢者） 

「社会保険または国民健康保険＋高齢７」（前期高齢者） 

「特定疾患医療（公費単独を除く）」 
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チェック項目チェック項目チェック項目チェック項目    高額療養費現物給付化の有無 

メニューメニューメニューメニュー    利用者台帳、医療看護予定入力、医療看護実績入力 

メッセージメッセージメッセージメッセージ    

 

原因等原因等原因等原因等     

保険種別 1 で公費が選択されているにも関わらず、高額療養費現物給付化対象が

選択されている場合に、エラーを表示します。 

※公費負担医療のみの利用者は高額療養費現物給付の対象ではありません。 

 

 

チェック項目チェック項目チェック項目チェック項目    所得区分 

メニューメニューメニューメニュー    利用者台帳、医療看護予定入力、医療看護実績入力 

メッセージメッセージメッセージメッセージ    

 

原因等原因等原因等原因等    
 

高額療養費現物給付化対象を選択しているにも関わらず、所得区分を選択してい

ない場合に、エラーを表示します。 
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チェック項目チェック項目チェック項目チェック項目    所得区分 

メニューメニューメニューメニュー    利用者台帳、医療看護予定入力、医療看護実績入力 

メッセージメッセージメッセージメッセージ    

 

原因等原因等原因等原因等    

 

本人・家族欄の項目と所得区分に矛盾がある場合にエラーを表示します。 

以下の場合にチェックされます。 

「本人または六歳または家族＋４～７を選択」 

「高齢一または高齢７＋１～３を選択」 

 

 

チェック項目チェック項目チェック項目チェック項目    多数回該当 

メニューメニューメニューメニュー    医療看護予定入力、医療看護実績入力 

メッセージメッセージメッセージメッセージ    

 

原因等原因等原因等原因等    

 

多数回該当の対象ではない場合にエラーを表示します。 

以下の場合は負担限度額が固定額のため多数回該当の対象者ではありません。 

・70 歳以上の場合（現役並み所得者で入院の費用の場合は対象となります） 

・公費併用（特定疾患・生保以外）の場合（所得区分が一般） 

・公費併用（生保）の場合（所得区分が低所得） 
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3-1-５. 特記欄のチェック 

 

 

 

各設定項目 

項目名 説明 

特記【レセプト】 以下の場合に所得に応じた内容を選択します。 

・70 歳未満で高額療養費現物給付化の対象者 

・特定疾患または小児特定疾患の対象者（公費負担医療のみは除く） 

 

 

チェック項目チェック項目チェック項目チェック項目    特記欄 

メニューメニューメニューメニュー    利用者台帳、医療看護予定入力、医療看護実績入力 

メッセージメッセージメッセージメッセージ    

 

原因等原因等原因等原因等    

 

  

70 歳未満の高額療養費現物給付化の対象者の特記欄が未入力の場合にエラーを

表示します。 

    

所得区分と特記欄に矛盾がある場合も同様のエラーを表示します。 
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チェック項目チェック項目チェック項目チェック項目    特記欄 

メニューメニューメニューメニュー    医療看護予定入力、医療看護実績入力 

メッセージメッセージメッセージメッセージ    

 

原因等原因等原因等原因等    

 

 

特定疾患または小児特定疾患の受給者（公費単独を除く）に対して特記欄が未入

力の場合に、エラーを表示します。 

※特定疾患（または小児特定疾患）の受給者（公費単独を除く）は特記欄の設定

が必須となります。 

 

 

チェック項目チェック項目チェック項目チェック項目    特記欄 

メニューメニューメニューメニュー    利用者台帳、医療看護予定入力、医療看護実績入力 

メッセージメッセージメッセージメッセージ    

 

原因等原因等原因等原因等     

以下の利用者に対して特記欄を入力している場合に、エラーを表示します。 

・70 歳未満で高額療養費現物給付化対象外の利用者 

・70 歳以上で特定疾患以外の利用者 
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3-1-6. 幼児加算、乳幼児加算のチェック 

 

 

 

チェック項目チェック項目チェック項目チェック項目    幼児加算、乳幼児加算 

メニューメニューメニューメニュー    医療看護実績入力 

メッセージメッセージメッセージメッセージ    
 

 

原因等原因等原因等原因等    

以下の条件の場合にエラーを表示します。 

・３歳以上で乳幼児加算を算定している。 

・6 歳以上または 3 歳未満で幼児加算を算定している。 
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実績を一括複写した際に幼児加算または乳幼児加算の算定に誤りがある場合は、一括複写チェックリス

トに記載されます。 
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3-2. 指示書の既定値設定 

 

医療看護予定（実績）入力において、訪問看護指示期間の既定値を利用者台帳で設定できるようにし

ました。 

 

<利用者台帳> 

 

 

追加項目 

項目名 説明 

指示書区分 指示書が精神科訪問看護指示書かどうかの既定値を設定します。 

 

＜訪問看護指示書区分の入力方法と反映＞ 

 

 

① 指示書区分の既定値は利用者台帳で設定を行

います。 

 

指示書が精神科訪問看護指示書の利用者であ

れば、医療情報タブの指示書区分で「1-精神

科訪問看護指示書」を設定します。 
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② 利用者台帳で指示書区分を「1-精神科訪問看

護指示書」に設定した利用者は、医療看護予定

（実績）入力を開いた際に指示書の区分が精神

として表示されます。 

 

※新規入力時に反映されます。既に登録済のデ

ータについては、登録されている区分で開きま

す。 

  

 

 

 

 

複写を行った場合は、複写元の指示書区分が引き継がれますので複写後に指示書区分をご確認ください。 

 

 

 

 

サービス内容入力画面の精神チェックが指示書区分を参照するように変更しました。 

新規にサービスを入力する際、指示書が精神であれば精神にチェックが付いた状態で始まります。 

この場合、選択できるサービスは精神科訪問看護療養費のサービスになります。 

 

   

 

 

  

注意！注意！注意！注意！    

注意！注意！注意！注意！    
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3-3.  療養費の日数調整 

 

訪問看護の療養費請求において、月途中で保険の種類が変わった場合など、利用者台帳を分けて請求

を行う際、起算日からの日数を調整できるようにしました。 

 

 

 

 

追加項目 

項目名 説明 

算定調整日数 算定開始日までにその週でサービス提供した日数を入力します。（日曜起算） 

 

 



49 

 

＜療養費の日数調整方法＞ 

 

 

① 医療看護実績入力の公費情報画面より日数の

調整を行います。 

  

 

② 算定調整日数に日数を入力することで、サービ

スの開始週における基本療養費の週 3 日目、

週 4 日目の調整を行うことができます。 

  

（算定イメージ図） 

 

 

 

 

例）7 日まで社会保険／8 日より後期高齢者医療

になったケース 

 

  月途中で後期高齢者になっているため、利用

者台帳は社会保険と後期高齢者で別々に登録

しています。 

 

  4～10 日の週で４日間のサービスを提供し

ていますが、後期高齢者分の入力は 8 日から

開始しています。 

 

  算定調整日数に 2 日を設定することで、8 日

のサービスは週 3 日まで、10 日のサービス

は週 4 日目以降として算定されます。（算定調

整日数を設定しない場合は、8 日・10 日とも

に週 3 日までとして算定されます） 

  

1 日目/社保 2 日目/社保 

3 日目/後期 4 日目/後期 
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③ 週３日目までと週 4 日目以降がどのように算

定されているかを確認するには、印刷(F8)よ

り療養費明細確認表をプレビューして確認し

てください。 

  

 

 

3-4.  基準告示第２の１に規定する疾病等の有無 

 

基準告示第２の１に規定する疾病等の有無おいて、別表７と別表８が両方該当する場合に両方選択で

きるように変更しました。 

 

 

 

追加項目 

項目名 説明 

基準告示第２の１に規

定する疾病等の有無 

新しく「14-有（別表７及び別表８）」を追加しました。 
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4. その他の改善 
 

4-1.居宅介護 居宅サービス計画書（2）の行移動 

 

居宅介護支援システムの居宅サービス計画書（2）において、入力済の明細行の上下を入れ替えること

ができるようになりました。 

 

<居宅サービス計画書> 

 

 

追加項目 

項目名 説明 

行移動（上） 選択した行を一つ上の行と入れ替えます。 

行移動（下） 選択した行を一つ下の行と入れ替えます。 

 

＜行の入れ替え手順＞ 

 

 

① 居宅サービス計画書より居宅サービス計画書

（2）タブを開きます。 

 

入力されている明細行を選択して行移動（上）

をクリックすると、選択行が 1 つ上に繰り上

がります。行移動（下）をクリックすると選択

行が 1 つ下に繰り下がります。 
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4-2.居宅介護、小規模多機能型 

給付管理票チェック項目追加 

 

居宅介護支援および小規多機能型居宅介護において給付管理票作成の際に給付計画単位数が区分支給

限度額を超えている場合に未入力項目リストを表示するように変更しました。このリストが表示されて

いる場合は利用票実績実績入力画面に戻り、単位数の割り振り後に再度作成を行う必要があります。 

 

<給付管理票> 

 

 

 

＜給付管理票未入力チェック＞ 

 

 

① 居宅介護支援および小規模多機能型居宅介護

にて給付管理票の作成を行います。 

  

 

② 給付管理票の内容に問題がある場合に、警告エ

ラーが表示されますので、はいをクリックして

未入力項目リストの印刷プレビューを表示し

ます。 

  

 

③ 未入力項目リストから問題の内容を確認しま

す。 

 

今回追加した支給限度額超過のチェック対象

の場合は「給付計画単位数が区分支給限度額を

超えています」という内容になります。 
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④ 「給付計画単位数が区分支給限度額を超えて

います」の場合は、実績に戻り限度額超過処理

を行って改めて給付管理票を作成してくださ

い。 

  

 

 

 

  <振り分け方法> 

1. 別表(介護保険)タブを開きます。 

2. 振り分けを行う事業所の限度外列をク

リックして選択します。 

3. 限度外列にオーバーしている単位数を

入力して Enter キーを押します。 

 

振り分け後は登録(F9)にて登録を行ってく

ださい。 
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4-3.通所リハ 短期集中、個別リハ加算日報管理 

 

通所リハビリにおける、短期集中リハビリテーション加算、個別リハビリテーション加算を日報で管

理できるようになりました。また、個別リハビリテーション加算については日報管理ができるように 2

回の算定ができるようになりました。 ※この機能を利用するには、システム設定が必要です。 

 

<日報入力> 

 

 

追加項目 

項目名 説明 

短期集中リハ 1 短期集中リハ加算 1 を算定する場合にチェックを入れます。 

短期集中リハ 2 短期集中リハ加算２を算定する場合にチェックを入れます。 

個別リハ 1 個別リハ加算 1 を算定する回数を入力します。 

個別リハ 2 個別リハ加算２を算定する回数を入力します。 
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＜日報管理変更方法＞ 

 

 

① 以下手順でシステム設定を起動します。 

 

・「データファイル(S)」-「基本設定(V)」-「シ

ステム設定(V)」をクリック 

  

 

② システム設定内の「日報設定」をクリックし 

ます。 

 

「その他」内の通所リハビリの項目「短期集 

中・個別リハ加算を日報管理する」にチェッ

クを入れます。 

 

続けて、日報管理を開始する提供月を入力し

ます。 

  

 

 

  

「短期集中・個別リハ加算を日報管理する」にチェックを付けた場合は、合わせて開始月も設定し

てください。例えば、平成 26 年 8 月分までの日報データを既に作成していた場合、開始月は 9 月に

します。これにより平成 26 年 9 月分から日報で短期集中・個別リハ加算が管理されるようになり、

実績への取込時は日報の内容を反映します。平成 26 年 8 月分までの実績では、取込を行うと短期集

中・個別リハ加算はこれまで通り予定の内容を反映します。 

 

 

注意！注意！注意！注意！    
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＜短期集中、個別リハ加算の入力方法（提供票入力）＞ 

 

 

① 提供票予定入力のサービス内容入力にて基本

サービスを入力します。 

  

 

② 短期集中リハ加算を入力する場合は、基本サー

ビスと同じ時間帯で入力します。 

  

 

③ 個別リハビリ加算を入力する場合も基本サー

ビスと同じ時間帯で入力します。 

また、個別リハビリ加算を２回算定する場合

は、2 回を選択して日付を選択します。 

 

※2 回で日付指定を行うと、指定した日付が紫

色で表示されます。 

 

※個別リハビリ加算の日付指定で 1 回又は 2

回の選択は、システム設定で短期集中・個別リ

ハ加算を日報管理にしている場合のみ表示さ

れます。 
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短期集中、個別リハ加算を日報入力で管理する場合は、必ず基本サービスと同一の時間帯基本サービスと同一の時間帯基本サービスと同一の時間帯基本サービスと同一の時間帯で入力を行

って下さい。同一時間ではない場合、実績に取り込んだ際に時間帯が 2 行表示されてしまいます。 

 

 

 

 

  

居宅介護支援で自社の通所リハビリの短期集中・個別リハ加算を入力する場合は提供票入力と同じ方

法で入力してください。（基本サービスと時間帯を合わせて入力してください） 

また、個別リハ加算の 1 回・2 回の表示は自社の通所リハビリ事業所を選択している場合のみ表示さ

れます。 

  

 

 

  

注意！注意！注意！注意！    

注意！注意！注意！注意！    
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＜短期集中、個別リハ加算の入力方法（日報入力）＞ 

 

 

① 日報入力では、短期集中リハ加算はチェックで

管理され、個別リハ加算は回数で管理します。 

  

 

② 一括修正を行う場合も、短期集中リハ加算はチ

ェックで管理され、個別リハ加算は回数で管理

します。 

  

 

③ 提供票実績入力に取り込む際に、日報で管理し

た短期集中リハ、個別リハ加算が反映されま

す。 
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4-4.訪問看護 担当者別時間給計算表 

 

訪問看護の担当者別時間給計算表（標準計算）の様式を一部変更しました。訪問介護との統一化を図

り、レイアウトと時間表記を変更しています。 

 

<担当者別時間給計算表> 

 

 

 

4-5.福祉用具 利用者別品目一覧表 

 

福祉用具の利用者別品目一覧表を一部変更し、ＴＡＩＳコードの表記を追加しました。 

 

＜利用者別品目一覧表＞ 
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4-6.月間利用者別状況表 

 

月間利用者別状況表（訪問介護、通所介護、訪問看護、小規模多機能型、療養管理指導）にて、サー

ビス種類別の状況表を追加しました。 

 

＜月間利用者別状況表＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜印刷方法＞ 

 

 

 

 

① 月間利用者別状況表をサービス種類別に印刷

するには、帳票印刷処理にて印刷時に「サービ

ス種類別で印刷」にチェックを入れて印刷しま

す。 
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4-7.データ設定 

 

介五郎のデータ設定画面を一部変更しました。サーバー名、データ名ともに検索ボタンを設け、別画

面で検索するようになりました。変更に伴い、データ名を検索する際にデータの説明を管理できるよう

になりました。 

 

<データ設定> 

 

 

＜データ設定方法＞ 

 

 

 

 

① サーバー名を選択します。 

 

をクリックすると(LOCAL)が選択できま

す。(LOCAL)以外を選択する場合は、検索ボ

タンをクリックしてサーバー検索画面より選

択します。 

 

※(LOCAL)は自分自身を表します。PC１台

で運用している場合や、複数台で運用してい

る場合の親機で選択できます。 

 

注意！ 

オフライン環境の場合、オフラインの親機は

(LOCAL)ではなく PC 名を選択してくださ

い。 
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② サーバー名を選択後にデータ名を選択します。 

 

をクリックすると選択しているサーバー

内のデータが選択できます。検索ボタンをクリ

ックすると検索画面でデータを選択できます。

検索画面ではデータの説明を確認することが

できます。 

 

 

 

  

 

データの説明は、システム設定で登録します。 
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